
 

 

 

 

 

 

                                    

ご あ い さ つ 

理事長 染野 和成  

日中の暖かさが気持ち良く感じられる今日この頃、皆

様におかれましてはいかがお過ごしでしょうか。日頃か

ら当団体の活動にご協力いただき誠にありがとうござい

ます。1 年間のご報告の会報と一言ご挨拶を申し上げま

す。 
この 1 年間も一昨年から引き続き新型コロナウイルスに振り回され、今現在

も感染第 6 波の脅威にさらされ続け我慢の日々が続いております。 

 当団体も企画されていた各イベントもことごとく中止のうきめにあい、皆さ

んと一緒にあって楽しめたイベント等は秋に催された、「バスハイク」のみ。 

 イベント内容はこの会報中に記されていますが、早く皆さんと一堂に会し、

笑っておしゃべりができる日々を迎えたいと思います。 

 当団体も間もなく結成２０年を迎えようとしていますが、この会は皆さん一

人一人のお力添え、市・市議会・社会福祉協議会のご協力、各関係諸団体との

協働による繋がりが歩みを進めているといっても過言ではありません。      

この新しくむかえた年度も皆さんと一緒にがんばりたいと思います。 

  

 末筆ながら皆様のご健康とご多幸をお祈り申し上げます。 

 

                  

 

 

 

〒302-0027 取手市本郷５－４－２１  
      TEL/FAX 0297-73-8361 
       (平日 10：00～15：00) 

    npo_ikiru@rainbow.plala.or.jp 
http://www7a.biglobe.ne.jp/~npoikiru/ 

https://www.facebook.com/npoikiru 
 

  ２０２２年４月１日 第２５号 

障害者の社会参加、自立・就労支援 



 

２０２１年１０月２４日 

ＮＰＯ法人活きるでは年に２回当事者メンバー、家族、ボランティアが普段

なかなか行けないところへ遠足します。「電車でＧＯ」と「バスハイク」で

す。ここ１年半にわたる新型コロナ蔓延で「電車でＧＯ」は２年連続中止にし

ました。しかし、「バスハイク」は狭い空間移動ですが気心知れた仲間通しな

ので決行しました。 

 今年は２０２１年

４月にリニューアル

オープンされた茨城

フラワーパークに行

ってきました。グラ

ンピングエリアも新

設されたようです。 

 当日、目覚めた

ら、ここ最近にない

快晴で絶好の行楽日和でした。コロナ禍で悶々とした日が続いていましたが今

日は良いことがありそうです。９時半に交流センターに集合です。 車いすユ

ーザーが５名、ボランティアが１２名の総勢１７名です。移動車両は、メンバ

ーが利用している障害者福祉センターあけぼのが福祉車両を貸してくれます。

宮脇車と合わせて３台にゆったりと分乗しました。 
 往路は６号線を北上するルートを選びましたが、この行楽日和で何度も渋滞

に遭遇し、予定より大幅な遅れで１１時半に到着。しかも、駐車場に入る前に

は大行列です。メインの駐車場はすでに満車でしたが福祉車両だったので、駐

められそうなところに停めてよいとのことで隙間を見つけて何とか３台を駐車

しました。 

 レストランが混む前に、先に昼食にしようと決めパークの中腹にある「ロー

ズファームハウス」というレストランに直行。すでに、大行列です。レストラ

ンは広くて食べるところは問題なかったですが料理を注文するまで３０分近く

かかったでしょうか？？ 料理は見た目に凝った地産地消の材料（たぶん）の

おしゃれなものでした。 

（次のページに） 
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バスハイク 
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ちょっと高いけど・・・テラス席で景色を眺めて、おしゃべりを楽しみなが

らのんびりとランチを楽しみました。 

腹ごしらえを終えて各自自由にパーク散策を始めました。とても広い丘陵地

帯なので通路は坂道ばかりです。NPO 法人活きるのメンバーの車いすは全員電

動なので大きな問題はないですが、手動または介助の車いすの移動は急傾斜も

あり、かなり困難です。サイコーの行楽日和の中、みんなのんびりと見学しま

した。この時期はバラとダリアです。バラが半分を占めていましたがつぼみが

まだ多く３分咲きといったところで満開の景色は見られなかったのが残念で

す。１時間半ほどかけて一巡り。  

 約束の３時に入り口付近に集合し、パークを背景に記念の集合写真をパチ

リ。いい思い出ができました。 

 帰路は別ルートでつくば経由で帰りましたが、思ったより時間がかかりまし

た。取手到着は４時半になりました。コロナ禍のなか、バスハイクを決行して

とてもよかったと思いました。みんな心地よい疲れととてもいい気分転換にな

ったようです。来年もこのような機会を大切にしたいと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    市制５０周年記念 

先日、取手市市制施行５０周年の記念式典が 

開催されました。 

そこで、NPO 法人活きるの活動が認められ感謝 

状が授与されました。 

 



移送サービス講習会 

２０２１年 11 月２１・２２日 

取手市では取手社協さんが年に２回、移送サービス運転者講習会を開催され

ています。 

１１月２１，２２日の二日間にわたって秋の講習会が開催されました。 

 平時の場合、募集人員は２４名ですが、昨年からのコロナ禍で密を避けるた

めに１２名に制限して募集しました。結果、今までの最少人数の４人の申し込

みがあり、悩んだ挙句、開催を決断しました。 

 講習日一日目は快晴の行楽日和です。そんな中の参加に感謝します。 その

日は、すべて座学で内容の厳しい１日になります。NPO 法人活きるの宮脇はそ

の中の「移動サービス概論」「移動サービスの運転に必要な知識と心構え」

「利用者理解」「セダン車講習」の４コマを受け持ちました。特に利用者理解

はこの活動に必要な知識なので力が入ってしまいます。 

 講習日二日目は主に実技に関する講習になります。午前中は利用者さんと接

するときの注意と介助

技術そして車いすの取

り扱いについての勉強

です。そして、午後は

福祉車両の取り扱いに

ついて座学と体験で

す。そして午前中に習

ったことを講師のチェ

ックの中で実際に体験

していただき、必要に

応じて問題点が指摘さ

れます。 

 最後に終了式の中で

総括と活動紹介、修了

証を授与して長い２日

間を終えました。 

 

 
４ 



チャレンジの広場 

 

チャレンジの広場は２０１４年４月１日に、スポーツを通じて交流を図ること

を目的に設立しました。設立

以前は、活きるの会員向けに

リハビリスポーツという名

前で行っていましたが、競技

のマンネリ化や活きるの会

員以外の方にも参加してい

ただきたいという前向きの

思いから、チャレンジの広場

設立となりました。おかげ様

で多くの方に参加していた

だいています。また、チャレ

ンジの広場を立ち上げたことにより、障害福祉課、社会福祉協議会、とりで障が

い者協同支援ネットワークから後援をいただいています。チャレンジの広場では、

競技を考える時に心がけていることがあります。障がいの有無、障がいの程度に

関わらず誰もが楽しめるイベントになるようにしています。今まで行った競技は、

ボッチャ、車椅子スラローム、

風船バレー、卓球バレーなど

です。皆さん笑顔があふれ、

参加者同士の交流が生まれて

います。 

一昨年は、新型コロナウイ

ルス感染拡大防止の観点から、

中止しておりましたが、昨年

１０月と１２月は、感染対策

をとりながら、会員限定で行

いました。 

今後もしばらくはコロナウイルス感染拡大防止の観点から、会員限定で行いま

すが、早くコロナが終息し、多くの方に楽しみながら参加していただけることを

願っています。 

 



６ 

「あいサポート運動」が 

令和 4 年度からスタートします 
『2006 年国際連合において障害者権利条約が採択され、「全ての障がい者に

よるあらゆる人権及び基本的自由の完全かつ平等な享有」を目指すと宣言された。

そして、わが国でも、条約に基づく「障害者差別解消法」が 2016 年 4 月にな

ってようやく施行された。この法律に盛り込まれた障がい者への「合理的配慮」

という言葉は、19 世紀のアメリカに遡るという。しかし言葉だけでは何も変わ

らない。現実の行動のみが、理念に命を吹き込む。そのための実践活動が重要で

あり、広く真の共生社会についての理解が共有されなければならない。鳥取県で

は 2009 年 11 月 28 日から、国の法制定に先立って障害者権利条約の理念を

実現するため、「障がいを知り、共に生きる」をモットーに、一人ひとりが学び行

動する「あいサポート運動」がスタートした。地域で共に生きる住民が多様な障

がいの特性を理解し、身近にできる手助けや配慮を実践する「あいサポーター」

となり、これを支える企業や団体なども参画する草の根運動である。』（著書 「鳥

取力」より引用） 

この理念に賛同し、2020 年 4 月からの準備期間を経て、いよいよ 2022 年

度から鳥取県との協定

締結後に「あいサポー

ト運動」がスタートし

ます。スタートするに

あたって障害福祉課職

員、社会福祉協議会職

員、とりで障害者協働

支援ネットワーク役員

が参加し、１月 21 日、

2 月 1 日にあいサポーター研修（勉強会）を開催いたしました。2 月 18 日に

は、講師をつとめるメッセンジャー研修（デモ）を開催し、今後市民の皆さんへ

の研修をよりスムーズに進めていくために意見交換を行いました。茨城県内では

初となるこの取り組みによって、多くの市民がこの運動に参加し、企業や団体、

学校等も一緒になって運動を盛り上げ、共に暮らしやすい地域社会を皆さんと一

緒に創っていきたいと思います。 
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茨城県卓球バレー愛好会 

                         勝山博行 

２０１９年４月の茨城国体「いきいき茨城ゆめ大会」のオープン競技に卓球バ

レーが行われ茨城県内から選手が集まりました。大会後、茨城代表チームは解散

することになり、新たに卓球バレーを続けたいという仲間が集まり、取手市を中

心として活動する茨城卓球バレー愛好会を２０２０年に立ち上げました 

この団体は、一般の方を受け入れ、卓球バレーの普及をするとともに指導者養

成講習会などにプレーヤーとしてかかわっています。現在は新型コロナウイルス

対策のため、少人数で感染症対策を取りながら練習していますが、コロナが終息

した時には皆さんに練習会にきて体

験していただき、卓球バレーの楽し

さを知ってもらいたいです。 

ちなみに僕の卓球バレーをやって

いての感想ですが、多くの知り合い、

仲間ができ、自分自身を成長させて

くれています。 

最後になりましたが、卓球バレー

愛好会に協力していただいている方

に感謝申し上げます。 

看板設置 

昨年、お亡くなりになった会員の蛯原千佳子さんから多額の寄付金をいただ

きました。 

せっかくの寄付金を記念に残る

ものに有効利用しようと話し合っ

た結果、今までなかった看板を作

ろうと決め製作したものを今日設

置しました。 

 小さなＮＰＯ法人に不似合いな

立派な看板をご覧ください。 

                 

  ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇  
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障 害 研 修 
                                               ２０２１年１１月５日 

市役所の若手職員（１～２年）を対象に障害者の理解について研修会を開

催しました。進行も障害福祉課の１年と２年の新人職員で企画もしてくれま

した。 

先ず、いろんな障害についての動画を４０分見てもらい、宮脇が動画をベ

ースに障害の支援について話しました。難しい支援のことではなく、窓口業

務で体が不自由な人に気づき、困っていることを聞いてお手伝いする勇気と

意識付けの大事さを強調しました。 

このような研修を受けることで、

普段、障害にかかわってない人が、

気づく意識と困っていることへの

支援の想像力を働かせてくれると、

支援から漏れている障害者も生き

易く、普通に地域で暮らせる環境が

実現します 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

勝山君の講演 

7 月 6 月火曜日に社会福祉協議会から依頼を受け、戸頭中学校で福祉体

験という授業の一環で僕の障がいのこと、障がい者スポーツのこと、卓球バ

レーのことを話しました。最後に卓球バレーの体験もしてもらいました。僕

は今回で依頼を受けるのは２回目でした。 

みんな話しを真剣に聞いてくれていました。僕もあまり人前で話すことが

慣れていませんが、少しでも今回話した

内容が印象に残ってくれると嬉しいです。

卓球バレー体験はみんな盛り上がりまし

た。 

今回の講話で僕も勉強になったことが

あります。パワーポイントを使ったこと

がなかったので使い方を学べてよかった

です。 
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障害者（児）支援ボランティア講座 
３月２日 

社会福祉協議会主催のボランティア講座があり、NPO 法人活きるの立場で肢体不

自由者の支援について話してきました。 

ここ、数年、受講者数が低迷していましたが今回はコロナ禍で１２名も応募があり

ました（１名欠席）。たくさんの方に参加していただくと話し甲斐があり、期待もあ

ります。 

 前半は宮脇がボランティア活動をするきっかけとボランティアについてを聞いても

らいました。例年は紙資料だけでしたが。今回はパワーポイントの資料も作って、少

しでも興味を持ってもらえるよう工夫しました。話している間、皆さんは頷いたり、

ジョークに笑ってもらったりですごく熱心に聞いてもらえたと思います。メモを取っ

ている方が多かったのも今回の特徴でした。 

 この講座に参加された方は当然障害者支援に興味があるはずなので、あいサポート

運動について少し熱く語って、サポート研修が始まったら参加するようお願いしまし

た。 

 後半は肢体不自由者の支援に欠かせない技術指導です。いつもなら、受講者にも体

験してもらって技術を覚えてもらうのですが、今回はコロナ感染予防の観点から動画

を見てもらって、どの辺がコツか詳しく話したつもりです。でも、体験しないと難し

いので、活きるが主催している楽ちん介護にお誘いしました。 

 実際、受講された方がどれくらい活動参加されるかわかりませんが、少なくとも障

害者の実態や期待していることは理解していただいたと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



自立支援協議会シンポジウム 

２月７日 

新型コロナ蔓延のために延び延びになっていたシンポジウムが開催され

ました。対面で計画していましたが、オミクロン株が暴れだし、オンライン

開催となりました。現在の自立支援協議会委員の任期が今年度で終了するの

で、まずは開催されて次年度に繋げる準備ができて、よかったと思います。 

 このシンポジウムの目的は障害者が非常時に宿泊できる施設を市内に整

備することです。（地域生活支援拠点事業）    

 基調講演は我孫子市にある高齢者と障害者が共存するアコモードという

特別養護老人ホームの施設長が今のようなスタイルに至るまでのきっかけ

と経緯、そしてどれだけ利用者に喜ばれるようになったかを話していただき

ました。 

 その後、市内の施設や相談員のパネルディスカッションで各事業所の役目

と今回のテーマに基づいた感想を話していただきました。どれも、障害者に

とって非常に大事なテーマで期待するものでした。このシンポジウムをきっ

かけに自立支援協議会としては、拠

点の面的整備とともにショートステ

イできる施設を拡充して障害者が安

心して地域で暮らせるような環境を

作りたいと思いました。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

取手市自立支援協議会 

 ２月１５日に、ＯＮＬＩＮＥで今年度最後の自立支援協議会全体会議が

あり、慣れないＺＯＯＭ会議の進行を務めました。 

自立支援協議会には３つの部会（地域で生活をしていくための部会、日

中活動に関する部会、児童に関する部会）がありますが、この２年間、全

部会の活動がコロナで制限され、成果を上げることが難しい状況でした

が、今日の報告で、工夫して頑張ってそれなりの結果を残せたと思いま

す。今日で２年任期の委員を終えることになりますが、全部会が道半ばの

ため、全員再任となりそうです。改めて、障害者が地域に住み続けられる

環境づくりに尽力します。 
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地域福祉貢献 
●市役所 

自立支援協議会（会長、部会リーダー） 障害福祉計画（委員） あいサポ

ート運動（講師） 移送サービス運営協議会（委員） 地域助け合い協議体

（委員） 

●社会福祉協議会 

理事会（理事） 各種講習会（講師） 社協広報誌（編集委員）赤い羽募金

（配分委員） 発展・強化計画（委員） 

●とりで障害者協働支援ネットワーク（代表、役員、広報） 

障害者のための防災訓練、就労講演会、福祉まつり、あいサポート運動など 

●講師派遣 

 移送サービス運転者講習会 

 

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ あ り が と う ◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

蛯原千佳子さんより５０、０００円 

山田さんより多量の玉ねぎ 売上１万円 

運転ボランティアさんより２０，０００円 

移送サービス利用者さんより１０，０００円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 活動会員・賛助会員を募集しています 

一緒に NPO 法人活きるの活動に参加してみませんか 

  皆様のご参加をお待ちしています。 

  

活動会員 個人・年会費 ２，０００円 

      団年・年会費 ３，０００円 

  

 賛助会員 個人・年会費 1 口 1,000 円 １口以上 

      団体・年会費 1 口 2,000 円 １口以上 

     （活動・賛助会員の総会議決権はありません） 

 

 振込先 

・郵便振替  ００１９０－７－７７８９４８ 

      ・口座名義  「特定非営利活動法人活きる」 

２０２2 年 ４月 １日発行 

発行所 NPO 法人 活きる 

発行者 染野 和成 

編集者 鈴木 澄利 

連絡   〒302-0027 取手市本郷５－４－２１  

TEL/FAX 0297-73-8361 

npo_ikiru@rainbow.plala.or.jp 

http://www7a.biglobe.ne.jp/~npoikiru/ 

https://www.facebook.com/npoikiru 

 
編集後記 
 
  新型コロナ２年目の中、思うように行動
ができなかったが、１年間を振り返ってみ
ると例年通りのページ数になった。活きる
の活動が世間から認知されてきたからな
のかと感じている。この広報誌をとおして
活きるの活動に賛同していただければ幸
いである。 
             編集担当 鈴木 澄利 


